
第Ⅲ章 各地の状況（４．姶良市） 

１ 姶良市の状況 

（１）人口・年齢構成 

姶良市の総人口は、増加傾向にあり、2015年の国勢調査では 7.5万人となっている。
社人研の試算では、今後は減少すると推計されており、2040 年には 6.2 万人まで  
減少するとされている。

65歳以上の老齢人口は、2015年の 2.1万人から 2025年の 2.4万人までは増加し、
その後はほぼ横這になると推計されている。一方、老年人口の割合（高齢化率）は増

加傾向にあり、2020年以降は、総人口の 3割を超えると推計されている。
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図表３-２８ 姶良市 年齢 3区分別人口の推移 「人口ビジョン」

資料）国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所（以降同様）

図表３-２９ 姶良市 年齢 3区分別人口割合の推移 「人口ビジョン」
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２ 竜門
りゅうもん

地区の状況 

 （１）竜門地区の概要 

竜門地区は、姶良市の東部（旧加治木町）内にあり、竜門小学校区の集落で構成された中山間地域

となっている。

地区内には、県道 55号が南北に通っており、沿線に簡易郵便局やＪＡの支所等が点在している。

 （２）人口・年齢構成  ※2015 年国勢調査時点 

   人口は 1,264人、世帯数は 584世帯

65歳以上の老齢人口は 527人（高齢化率：41.7％）

 （３）地域の状況 

  ①生活利便施設の状況 

地区内には、コンビニエンスストア（ファミリーマート・アイショップ）があるものの、生鮮食料

品の取扱いは少ない。

それ以外にはめぼしい買物施設はなく、65.4％の方は自家用車（または親族の車）で、19.2％の方
は公共交通機関を利用して、地区外のスーパーまで買物に行く。

②公共交通の状況 

路線バスとコミュニティバスが以下のとおり運行している。

路線バス
イオン・加治木方面 月～金：1日 16便、土・日・祝：1日 12便
空港・溝辺方面 月～金：1日 18便、土・日・祝：1日 12便

コミュニティバス
総合支所行き 毎 日：1日 3便
市来原・迫行き 月・水・金：1日 3便、左記以外：1日 2便

③買物支援サービスの状況

JAあいらの移動販売車「笑味
え み

ちゃん号」が地区内を週１回運行。

④その他（ボランティアグループ） 

生活支援を主目的としたボランティアグループは見当たらないものの、2016 年 5 月より、地域  
住民が「竜門わくわくサロン」を開催し、地域内交流を図っている。

図３-３４ 姶良市竜門地区

姶良市 竜門地区（旧加治木町） 
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図表３-３０ 姶良市 人口ピラミッドの推移 「人口ビジョン」
■老年人口 ■生産年齢人口 ■年少人口

つりがね型 

2010 年 
(平成 22年) 

    19,388 人 
    44,802 人 
    10,575 人 

つぼ型へ 

2040 年 
(平成 52年) 

    23,012 人 
    32,681 人 
     7,238 人 

1985 年 
(昭和 60年) 

    10,055 人 
    41,903 人 
    14,872 人 
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（２）世帯の状況 

姶良市の世帯数の推移をみると、総世帯数は増加しており、2010年には 3万世帯を
超えている。同様に「核家族世帯」「単独世帯」「その他世帯」が増加しているのに対

し、「3世代同居世帯」のみが減少している。
「単独世帯」が増加している要因の一つとして、高齢夫婦の世帯で、配偶者と死別

後に子どもと同居しないケースが増加し、高齢者の単独世帯が増加していることが 

考えられる。
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図表３-３１ 姶良市 家族類型別世帯数の推移 「人口ビジョン」

資料）国勢調査
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（３）飲食料品小売業の状況 

地域経済分析システム（RESAS）を利用し、姶良市の飲食料品小売業の事業所数の
推移をみると、1994年以降、減少傾向となっており、2002年にやや増加するものの、
2014年には 150事業所と1994年の 310事業所の半数以下にまで減少している。一方、
売り場面積の推移をみると、2004年に 39,954㎡まで大きく増加するものの、2014年
には 25,232㎡とピーク時の 3分の 2にまで減少している。
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図表３-３２ 姶良市の飲食料品小売業（事業所数）

図表３-３３ 姶良市の飲食料品小売業（売り場面積）

資料）RESAS(商業統計)（以下同様） 
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（４）総合計画（買物支援関連施策） 

  ①姶良市の課題 

  「第 1次姶良市総合計画」において、まちづくり及び公共交通の課題として

◆農山村地域や農村集落においては、自然環境と調和した秩序ある開発が求められる

とともに、高齢化や過疎化による集落機能の低下に対して、活力の維持が課題。 

  ◆民間事業者の路線バスやタクシー、ＪＲ等が共存し、市も財政負担を行って地域交

通を支えている状況の中、市や地域住民、事業者やその他の関係者も積極的に公共

交通をサポートしていくことが必要。 

  が挙げられている。

  ②総合計画における買物弱者対策の方向性 

  上記の課題に対し「第 1次姶良市総合計画」では、まちづくりにおいて

◆本格的な人口減少社会に対応するために、日常生活圏域における生活サービス機能、

コミュニティ交流機能を拠点地域に立地誘導し、公共交通との連携により、複数の

拠点に誘導を図っていく「多極ネットワーク型コンパクトシティ」の検討を進め、

持続可能な社会づくりを目指す。 

  を施策の方向性として定めており、また、公共交通においては、

◆交通弱者の利便性を高めるため、交通の便が不足する地域の巡回バス等を充実させ

るなど、地元商店街等をつなぎ、地域の発展を図る。 

 を施策の方向性として定めている。

【第１次姶良市総合計画の体系】 ※買物支援関連部分を抜粋 

将来像 

基本方針 交通・情報通信基盤を整備する 

市民参加による各種計画策定の推進 

公共交通機関の連携強化

住民ニーズに合った公共交通システムの拡充

公共交通網の維持・強化 

計画的なまちづくりの推進 

快適で暮らしやすいまち 

基本施策 主要施策の内容 

土地利用に対する的確な規制・誘導の推進
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問６－２．日常の食料品の購入方法（詳細） 

カテゴリ
①徒歩や自転車で自宅周辺
の 小 売 店 舗 で 購 入し てい
る。

②自家用車（または親族の
車）を使用して、購入して
いる

③公共交通機関（バス等）
を利用して、購入している

④ タ ク シ ー （ 共 同利 用含
む）を利用して、購入して
いる

⑤病院などへの送迎サービ
スを利用して、購入してい
る

利用回数 該当なし 該当なし

利用回数平均
（週あたり）

1回 2.52回 0.69回

利用料金平均
（月額あたり）

― ― ―

カテゴリ
⑥家族や親戚が購入し、
自宅まで運んでもらう

⑦配食サービスを利用して
いる

⑧ 買 物 を 代 行 し てく れる
サービスを利用している

⑨共同で購入して、共同の
配送サービスを利用してい
る

⑩ イ ン タ ー ネ ッ トな どを
使用し、個別に購入して、
個別の配送サービスを利用
している

⑪店頭で購入した商品を
自宅まで運んでもらう

⑫自宅近くに来る移動販売
を利用している

利用回数 該当なし 該当なし 該当なし

利用回数平均
（週あたり）

3回 3回 1回 3回

利用料金平均
（月額あたり）

― ― ― ―

自分で移動して購入

自宅への配達

週1回
50.0%

無回答
50.0%

（N=2）

週5～6日
5.9%

週2～4日
47.1%週1回

17.6%

それ

以外
5.9%

無回答

23.5%

（N=17）

週1回
40.0%

それ以外
40.0%

無回答
20.0%

（N=5）

週2～4日
100.0%

（N=2）

週1回
100.0%

（N=2）

週2～4日
100.0%

（N=1）

週2～4日
100.0%

（N=1）
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３ 竜門地区の消費行動、消費者ニーズ（住民へのヒアリングによるアンケート結果） 

 （１）アンケート実施内容 

①目的 

地区の住民に対し、ヒアリングによるアンケート調査を実施し、食料品や日用品の

主な調達方法等の消費行動や買物支援に対する要望などの消費者ニーズを把握する

ことで、買物弱者対策を検討するうえでの参考データとして使用する。 

②対象者 

竜門地区の住民：26 名 

③実施方法

地区の集会等を通じて調査票を配布。各自にヒアリングを行いながら、アンケート

を実施。 

④調査項目 

・回答者の属性（年齢、性別等） 

・日常の食料品の購入方法 

・日常の買物に対する意識 

・買物支援サービスに対する意向 など 

 （２）アンケート結果 

問１．性別 

№ カテゴリ 件数 (全体)% (無回答除く)%

1 男性 6                          23.1                    26.1
2 女性 17                       65.4                    73.9

無回答 3                          11.5
N （％ﾍﾞｰｽ） 26                       100                     23

男性

23.1%

女性

65.4%

無回答
11.5%

（N=26）
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一人で住ん

でいる
46.2%夫婦で住ん

でいる

38.5%

親と住んでいる
3.8%

子供と住んでい

る

7.7%

その他
3.8%

（N=26）

問２．年代

問３．世帯状況 

№ カテゴリ 件数 (全体)% (無回答除く)%

1 20才未満 0                          0.0                      0.0
2 20代 0                          0.0                      0.0
3 30代 0                          0.0                      0.0
4 40代 2                          7.7                      7.7
5 50代 1                          3.8                      3.8
6 60代 2                          7.7                      7.7
7 70代 6                          23.1                    23.1
8 80代 14                       53.8                    53.8
9 90代以上 1                          3.8                      3.8

無回答 0                          0.0
N （％ﾍﾞｰｽ） 26                       100                     26

№ カテゴリ 件数 (全体)% (無回答除く)%

1 一人で住んでいる 12                       46.2                    46.2
2 夫婦で住んでいる 10                       38.5                    38.5
3 親と住んでいる 1                          3.8                      3.8
4 子供と住んでいる 2                          7.7                      7.7
5 親と子供と住んでいる（孫を含む） 0                          0.0                      0.0
6 その他 1                          3.8                      3.8

無回答 0                          0.0
N （％ﾍﾞｰｽ） 26                       100                     26

40代
7.7%

50代
3.8%

60代
7.7%

70代
23.1%80代

53.8%

90代以上
3.8%

（N=26）
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問４．インターネットの利用状況 

問５．自家用車の有無 

№ カテゴリ 件数 (全体)% (無回答除く)%

1 スマートフォンで利用している 2                          7.7                      13.3
2 パソコンで利用している 0                          0.0                      0.0
3 スマートフォンとパソコンの両方で利用している 2                          7.7                      13.3
4 インターネットを利用していない 11                       42.3                    73.3

無回答 11                       42.3
N （％ﾍﾞｰｽ） 26                       100                     15

スマートフォンで

利用している

7.7% スマートフォンと

パソコンの両方

で利用している

7.7%

インターネットを

利用していない

42.3%

無回答
42.3%

（N=26）

№ カテゴリ 件数 (全体)% (無回答除く)%

1 持っている 18                       69.2                    75.0
2 持っていない 6                          23.1                    25.0

無回答 2                          7.7
N （％ﾍﾞｰｽ） 26                       100                     24

持っている

69.2%

持っていない

23.1%

無回答
7.7%

（N=26）
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問６－１．日常の食料品の購入方法 

15.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.8 

3.8 

7.7 

7.7 

7.7 

19.2 

65.4 

 0  10  20  30  40  50  60  70

無回答

タクシー（共同利用含む）を利用して、購入している

病院などへの送迎サービスを利用して、購入している

買物を代行してくれるサービスを利用している

インターネットなどを使用し、

個別に購入して、個別の配送サービスを利用している

店頭で購入した商品を自宅まで運んでもらう

配食サービスを利用している

自宅近くに来る移動販売を利用している

徒歩や自転車で自宅周辺の小売店舗で購入している

共同で購入して、共同の配送サービスを利用している

家族や親戚が購入し、自宅まで運んでもらう

公共交通機関（バス等）を利用して、購入している

自家用車（または親族の車）を使用して、購入している

（N=26）

[%]
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問７.日常の買物に関する『不便さ』について 

№ カテゴリ 件数 (全体)% (無回答除く)%

1 感じている 6                          23.1                    50.0
2 感じていない 6                          23.1                    50.0

無回答 14                       53.8
N （％ﾍﾞｰｽ） 26                       100                     12

感じている

23.1%

感じていない

23.1%
無回答

53.8%

（N=26）
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問８.『不便さ』に対する自由意見 

＜買う場所がない＞ 

＜買う手段がない＞ 

意見なし 

＜買う物（品揃え）がない＞ 

意見なし 

＜上記を解決するサービスがない＞ 

男性 80代 自動車が無い場合等。

女性 40代 少しの物でも車で下まで行かないといけない。

女性 80代
高年齢で、ひとり暮らしで、最近ではバスに乗るのも困難で、子供達に買い物や病院を
頼る他ありません。

女性 80代 市まで行くのが不便。

女性 80代 現在は自力を目標にしていますが、いつか宅配や共同購入を考えねばならないと思います。

女性 40代 近くにお店があるといい。ドラッグストアでもあれば、とても便利だと思う。
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問９.日常の買物について、利用したいサービス 

76.9 

0.0 

0.0 

3.8 

7.7 

3.8 

7.7 

0.0 

0.0 

3.8 

3.8 

11.5 

3.8 

3.8 

3.8 

3.8 

 0  10  20  30  40  50  60  70  80  90

無回答

公共交通機関（バス等）

配食サービス

買物を代行してくれるサービス

自宅周辺の移動販売

輸送事業者以外の送迎サービス

インターネットなどを使用した

個別購入、個別配送のサービス

店頭で購入した商品の配達サービス

タクシー（共同利用含む）など

民間業者の輸送サービス

共同購入、共同配送のサービス

自宅周辺における小売店舗の開設

（N=26）

[%]

 最も利用したい 

 ２番目に利用したい 

 ３番目に利用したい 
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第Ⅲ章 各地域の状況（４．姶良市） 

 ４ 竜門地区の課題及び対策の検討 

 （１）課題 

   調査結果からみえてきた竜門地区における課題として、以下が挙げられる。

  ＜地域の状況＞ 

   ○人口減少・高齢化が進んでおり、地区の高齢化率は 41.7％と半数近くが高齢者で
ある。

   ○買物施設は、コンビニエンスストアがあるものの、生鮮食料品の品揃えは乏しい。

   ○週に１回、ＪＡあいらの移動販売車「笑味ちゃん号」が運行している。

   ○2016年 5月より「竜門わくわくサロン」が開催され、地域内交流を図っている。

  ＜消費行動、消費者ニーズ（アンケート結果）＞ ※回答者の 88.4％が 60 代以上 

   ○日常の買物について、現時点で「不便さ」を感じている方は 23.1％と少ないが、「車
がないと不便」との自由意見がある。

   ○65.4％の方は自家用車（または親族の車）で、19.2％の方は公共交通機関を利用  
して、地区外のスーパーまで買物に行く。

   ○日常の買物の際に利用したいサービスについては、「小売店舗の開設」と「共同購

入、共同配送サービス」を望む声が多く、次いで「タクシー（共同利用含む）な

ど民間業者の輸送サービス」となっている。

 （２）総合計画における買物弱者対策の方向性 ※65 頁再掲 

   「第 1次姶良市総合計画」では、施策の方向性として以下を掲げている。

   ◆日常生活圏域における生活サービス機能、コミュニティ交流機能を拠点地域に立

地誘導し、公共交通との連携により、複数の拠点に誘導を図っていく「多極ネッ

トワーク型コンパクトシティ」の検討を進め、持続可能な社会づくりを目指す。 

   ◆交通弱者の利便性を高めるため、交通の便が不足する地域の巡回バス等を充実さ

せるなど、地元商店街等をつなぎ、地域の発展を図る。 

 （３）竜門地区における買物弱者対策の検討

   上記より、竜門地区における買物弱者対策として、以下が想定される。

   ■「コンパクトな市街地形成」を推進するとともに、公共交通網の利便性向上を図

り、買物の際に利用しやすくすることで生活利便性の向上を図る。

   ■共同配送のニーズがあるとともに、路線バスが運行している点も考慮し、市街地

の買物施設等との連携による商品の配送等を検討する。
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想定される買物弱者対策 

・「コンパクトな市街地形成」を推進するとともに、公共交通網の利便性向上を図り、

買物の際に利用しやすくすることで生活利便性の向上を図る。 

・共同配送のニーズがあるとともに、路線バスが運行している点も考慮し、市街地の

買物施設等との連携による商品の配送等を検討する。

竜門地区における買物弱者対策の検討フロー 

課題Ⅰ：地域の状況 

・人口減少・高齢化が進んでおり

高齢化率は 41.7％ 

・買物施設の数は少なく、特に生

鮮食料品の購入が困難 

・移動販売車が週１回運行 

・「竜門わくわくサロン」を開催

し、地域内交流を図っている 

課題Ⅱ：アンケート結果 

消費行動、消費者ニーズ 

・「不便さ」を感じている人は少

ないが、自家用車があることが

前提 

・不便さの内容は、「買物施設が

少ない」、「生鮮食料品が手に 

入らない」が挙げられている 

・日常の買物の際に利用したいサ

ービスは、「小売店舗の開設」

と「共同配送等」 

「第１次姶良市総合計画」の方向性 

・公共交通との連携により、複数の拠点に誘導を図っていく「多極ネットワー

ク型コンパクトシティ」の検討を進め、持続可能な社会づくりを目指す。 

・交通弱者の利便性を高めるため、交通の便が不足する地域の巡回バス等を充

実させるなど、地元商店街等をつなぎ、地域の発展を図る。 
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第Ⅲ章 各地の状況（５．さつま町） 

１ さつま町の状況 

（１）人口・年齢構成 

さつま町の総人口は、減少傾向にあり、2015年の国勢調査では 2.2万人となってい
る。社人研の試算では、今後も減少すると推計されており、2040年には 1.5万人と、
1980年の 3.0万人から半減するとされている。

65歳以上の老齢人口は、2005年の 8.9千人をピークに減少傾向にあり、2015年は
8.4 千人となっている。社人研の試算では、総人口と同様今後も減少し、2040 年は  
6.3 千人と推計されている。一方、老年人口の割合（高齢化率）は増加傾向にあり、  
2025年以降は、総人口の 4割を超えると推計されている。

図表３-３６ さつま町 年齢 3区分別人口割合の推移 「人口ビジョン」

18.8% 18.2% 17.2% 15.8% 14.1% 12.7% 11.8% 11.6% 11.1% 10.6% 10.4% 10.4% 10.6%

64.2% 62.3% 59.3%
55.4% 53.7% 52.6% 52.8% 50.4% 49.2% 48.8% 48.2% 48.3% 48.1%

17.0% 19.5% 23.5% 28.7% 32.3% 34.7% 35.4% 37.8% 39.7% 40.7% 41.4% 41.3% 41.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040

年少人口

(0～14歳)

生産年齢人口

(15～64歳)

老年人口

(65歳以上)

(年)

30,650 30,284 
29,063 28,141 27,331 

25,688 
24,109 

22,400 
20,831 

19,315 
17,938 

16,675 
15,445 

5,761 5,508 5,001 4,455 3,846 
3,253 2,848 2,592 2,307 2,042 1,858 1,742 1,635 

19,666 18,869 
17,240 

15,598 14,666 
13,509 12,737 

11,300 
10,257 9,421 8,655 8,046 7,434 

5,223 5,907 6,822 
8,088 8,819 8,926 8,524 8,472 

8,267 7,852 7,425 6,887 6,376 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040

社人研による推計値

総人口

生産年齢人口(15～64歳)

老年人口（65歳以上）

(人)

年少人口(0～14歳)

(年)

資料）国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所（以降同様） 

図表３-３５ さつま町 年齢 3区分別人口の推移 「人口ビジョン」
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83
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８０-８４歳

８５-８９歳

９０ 歳以上
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女 性 男 性

(人)

1980年（昭和55年）
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６０-６４歳

６５-６９歳

７０-７４歳

７５-７９歳

８０-８４歳

８５-８９歳

９０ 歳以上

女 性 男 性

2,000           1,500            1,000             500             0
(人)

2010年（平成22年）
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281
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264
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378
388
405
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375
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514
519
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558

473
406

246

248
266
283
255
241

302
323
338

370
370
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484
463

549
558
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627
623

724

0 500 1,000 1,500 2,000
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５-９歳

１０-１４歳
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６０-６４歳

６５-６９歳

７０-７４歳

７５-７９歳

８０-８４歳

８５-８９歳

９０ 歳以上

2,000           1,500            1,000             500      0

女 性 男 性

(人)

2040年（平成52年）

つぼ型へ 

つりがね型 

■老年人口 ■生産年齢人口 ■年少人口

1980 年 
(昭和 55年) 

     5,223 人
    19,666 人
     5,761 人

2010 年 
(平成 22年) 

     8,524 人
    12,737 人
     2,548 人

2040 年 
(平成 52年) 

     6,376 人
     7,434 人
     1,635 人

図表３-３７ さつま町 人口ピラミッドの推移 「人口ビジョン」
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（２）世帯の状況 

さつま町の世帯数の推移をみると、総世帯数は減少しており、2010年には 1万世帯
を下回っている。うち「核家族世帯」、「3世代同居世帯」、「その他世帯」が減少してい
るのに対し、世帯人員が一人である「単独世帯」のみが増加している。

「単独世帯」が増加している要因の一つとして、高齢夫婦の世帯で、配偶者と死別

後に子どもと同居しないケースが増加し、高齢者の単独世帯が増加していることが 

考えられる。

6,244
6,152 5,993

2,701
2,880 2,921

10,401
10,211

9,921

530 479

456

926

700

551
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1,000
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10,000

12,000
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（世帯）（世帯）

3世代同居世帯 (右軸)

（年）

合計(左軸)

単独世帯(左軸)

その他世帯(右軸)

核家族世帯(左軸)

単独世帯の増加

図表３-３８ さつま町 家族類型別世帯数の推移 「人口ビジョン」

資料）国勢調査
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（３）飲食料品小売業の状況 

地域経済分析システム（RESAS）を利用し、さつま町の飲食料品小売業の事業所数
の推移をみると、1994 年以降、減少傾向となっており、2014 年は 81 事業所と 1994
年の 224事業所の 3分の 1近くにまで減少している。一方、売り場面積の推移をみる
と、これまでは増加傾向にあったものの、2007 年からは減少傾向に転じ、特に 2014
年は、前年に大型店舗の撤退があったことから、2007年の 4割近くにまで大きく落ち
込んでいる。

224

201

173
162 155

148

81
70

90

110

130

150

170

190

210

230

1994 1997 1999 2002 2004 2007 2014

（事業所）

（年）

図表３-３９ さつま町の飲食料品小売業（事業所数）

資料）RESAS(商業統計)（以下同様）

11,222 11,823 

10,818 

16,227 

18,982 
18,219 

7,324 
7000

9000

11000

13000

15000

17000

19000

1994 1997 1999 2002 2004 2007 2014

（㎡）

（年）

図表３-４０ さつま町の飲食料品小売業（売り場面積）
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（４）総合計画（買物支援関連施策） 

  ①さつま町の課題 

  「第 2次さつま町総合振興計画」において、まちづくり及び公共交通の課題として

◆町の周辺部においては、過疎化の進行により、商業店舗や医療機関などが減少傾向

にあり、生活の利便性が低下している地域があることから、ある程度身近な地域で

買物などを提供できる生活圏の確保が求められている。 

  ◆高齢化の進行により、交通網が充分に整っていない周辺部においては、買物などの

日常生活の移動手段として、公共交通のニーズが高まることが予想される 

  が挙げられている。

  ②総合計画における買物弱者対策の方向性 

  上記の課題に対し「第 2次さつま町総合振興計画」では、まちづくりにおいて

◆人口減少が著しい周辺部については、各区公民館を中心に支所や店舗などがある旧

町域単位を核とした「小さな拠点」づくりに努める。 

  ◆公民館組織や地域団体を核とする NPO 法人の立ち上げ支援に努め、地域の高齢者の

見守りや買物支援、コミュニティビジネスの創出などによって、共生・協働による

むらづくり活動の拠点整備の検討を進める。 

  を施策の方向性として定めており、また、公共交通においては、

◆地域住民の日常生活の交通手段として、バス路線の確保・存続に努める。 

  ◆交通ニーズを把握し、まちづくり施策と連携した誰もが利用しやすい交通体系の確

立を図り、充実した地域間のネットワークに努める。 

  を施策の方向性として定めている。

【第２次さつま町総合振興計画の体系】 ※買物支援関連部分を抜粋 

本目標

基本目標 

基本施策 利便性の高いコンパクトなまちづくり

地方路線バスの維持・存続

コミュニティバスの充実

既存施設の有効活用による「小さな拠点」づくり

地域拠点を担うむらづくり団体等の育成支援

利用しやすい交通体系の

整備・充実

まちの拠点づくり

みんなに優しく魅力あふれるまち

基本項目 基本項目の展開 
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２ 永野
な が の

地区の状況 

 （１）永野地区の概要 

永野地区は、さつま町の東部に位置する薩摩地区（旧薩摩町）内にあり、永野小学校区の 9集落で
構成された中山間地域となっている。

地区内には、従業員 130名を有するアロン電気（株）があり、薩摩地区内では比較的人口を有する
地区ではあるが、1987 年に地区内の駅（薩摩永野駅）が廃駅になるなど、人口減少及び高齢化が進
行した地域となっている。

 （２）人口・年齢構成  ※2016 年 12月時点 

   人口は 897人、世帯数は 460世帯
65歳以上の老齢人口は 443人（高齢化率：49.4％）

   うち 23人が寝たきり等で外出できない状態、40人が入院・入所中 ※さつま町調べ 

 （３）地域の状況 

  ①生活利便施設の状況 

地区の公民館となる「永野交流館」付近は、コンビニエンスストア（ヤマザキＹショップ）や物産

館、郵便局があるなど、比較的、施設は揃っている。しかし、その他の周辺地域には、めぼしい買物

施設はなく、徒歩や自転車で買物に行くことが出来る住民は少ない。

また、コンビニエンスストアは平日のみの営業、物産館も野菜は充実しているが、日用品が不足し

ているなど、品揃えに乏しく、地区外のスーパーまで買物に行く住民が多い。

②公共交通の状況 

町のコミュニティバス「薩摩すこやかバス」が医療施設を主要な行き先に 2コースを運行。

金山コース 週 3日（月、水、金）、4便/日
段・薬師コース 週 3日（月、水、金）、4便/日

便数が少なく、運行時刻の間隔が長いため、買物など短時間の用事での利便性が低い。

※一度バスを降りてしまうと、次の便まで数時間も待つことになる。 

   その他に「空港シャトルバス」が運行。ただし、日常の移動手段としての利用は困難。 

③買物支援サービスの状況  ※82頁参照 

JA北さつまの移動販売車「笑味ちゃん号」及び移動金融店舗車が地区内を週１回運行。
 また、地区内の主要な買物施設では商品の配達（地区内配達、定期配達）を行っている。

④その他（ボランティアグループ） 

生活支援を主目的としたボランティアグループは見当たらないものの、グリーンツーリズムを行う

グループが定期的にイベントやサロンを実施しており、地区内の高齢者を集めたお茶呑み会を通して、

高齢者を見守るとともに、生活に関する相談等を聴いている。

図３-４６ さつま町永野地区

さつま町 永野地区（旧薩摩町） 
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（５）その他（参考事例） 

①移動販売車（笑味ちゃん号）の運行 

 さつま町内において、JA北さつまが運営する移動販売車が運行している。

名  称：笑味ちゃん号

内  容：車両による日用品の移動販売

運営主体：JA北さつま（Aコープ）
運行地域：さつま町、伊佐市

薩摩川内市（祁答院）

運行日時： 平日 5日間（祝日運行、土日運休）

写真３-４１ 笑味ちゃん号

図３-４２ 笑味ちゃん号 チラシ

-82-



第Ⅲ章 各地の状況（５．さつま町） 

図３-４３ 笑味ちゃん号 運行予定表
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②移動金融店舗車の運行 

 さつま町内において、JA北さつまが運営する移動金融店舗車が運行している。

内  容：車両での移動による金融サービスの提供

     （普通貯金入出金、通帳記帳、振込、公共料金納付 等）

運営主体：JA北さつま
運行地域：さつま町、伊佐市 ※21ヶ所運行（2016年 11月時点）
運行日時：平日 9時 50分 ～ 15時 20分

 ※17ヶ所は移動販売車「笑味ちゃん号」に合わせて運行

図３-４４ JA北さつま チラシ
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図３-４５ JA北さつま 運行予定表
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問６－２．日常の食料品の購入方法（詳細） 

カテゴリ
①徒歩や自転車で自宅周辺
の小売店舗で購入してい
る。

②自家用車（または親族の
車）を使用して、購入して
いる

③公共交通機関（バス等）
を利用して、購入している

④タクシー（共同利用含
む）を利用して、購入して
いる

⑤病院などへの送迎サービ
スを利用して、購入してい
る

利用回数 該当なし

利用回数平均
（週あたり）

3.92回 2.78回 0.38回 0.75回

利用料金平均
（月額あたり）

－ － 3,000円 2,000円

カテゴリ
⑥家族や親戚が購入し、
自宅まで運んでもらう

⑦配食サービスを利用して
いる

⑧買物を代行してくれる
サービスを利用している

⑨共同で購入して、共同の
配送サービスを利用してい
る

⑩インターネットなどを
使用し、個別に購入して、
個別の配送サービスを利用
している

⑪店頭で購入した商品を
自宅まで運んでもらう

⑫自宅近くに来る移動販売
を利用している

利用回数 該当なし 該当なし

利用回数平均
（週あたり）

1回 1回 0.75回 1.38回 1回

利用料金平均
（月額あたり）

－ 525円 600円 － －

自分で移動して購入

自宅への配達

週5～6日
40.0%

それ以外

20.0%

無回答
40.0%

（N=5）

それ以外
100.0%

（N=1）

それ以外
50.0%

無回答
50.0%

（N=4）

毎日
3.1% 週5～6日

15.6%

週2～4日
43.8%

週1回
15.6%

それ以外
15.6%

無回答

6.3%

（N=32）

週1回
50.0%

無回答
50.0%

（N=2）

週1回
80.0%

無回答

20.0%

（N=5）

週1回
66.7%

それ以外
33.3%

（N=3）

週2～4日
25.0%

週1回
25.0%

それ以外
50.0%

（N=4）

週1回
20.0%

それ以外

60.0%

無回答
20.0%

（N=5）
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男性

14.6%

女性

85.4%

（N=41）

３ 永野地区の消費行動、消費者ニーズ（住民へのヒアリングによるアンケート結果） 

 （１）アンケート実施内容 

①目的 

地区の住民に対し、ヒアリングによるアンケート調査を実施し、食料品や日用品の

主な調達方法等の消費行動や買物支援に対する要望などの消費者ニーズを把握する

ことで、買物弱者対策を検討するうえでの参考データとして使用する。 

②対象者 

永野地区の住民：41 名 

③実施方法

地区の集会等を通じて調査票を配布。各自にヒアリングを行いながら、アンケート

を実施。 

④調査項目 

・回答者の属性（年齢、性別等） 

・日常の食料品の購入方法 

・日常の買物に対する意識 

・買物支援サービスに対する意向 など 

 （２）アンケート結果 

問１．性別 

№ カテゴリ 件数 (全体)% (無回答除く)%

1 男性 6                          14.6                    14.6
2 女性 35                       85.4                    85.4

無回答 0                          0.0
N （％ﾍﾞｰｽ） 41                       100                     41
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50代
4.9%

60代
26.8%

70代
31.7%

80代
36.6%

（N=41）

一人で

住んでいる
26.8%

夫婦で

住んでいる

53.7%

親と住んでいる

4.9%

子供と住んで

いる
12.2%

無回答
2.4%

（N=41）

問２．年代 

問３．世帯状況 

№ カテゴリ 件数 (全体)% (無回答除く)%

1 20才未満 0                          0.0                      0.0
2 20代 0                          0.0                      0.0
3 30代 0                          0.0                      0.0
4 40代 0                          0.0                      0.0
5 50代 2                          4.9                      4.9
6 60代 11                       26.8                    26.8
7 70代 13                       31.7                    31.7
8 80代 15                       36.6                    36.6
9 90代以上 0                          0.0                      0.0

無回答 0                          0.0
N （％ﾍﾞｰｽ） 41                       100                     41

№ カテゴリ 件数 (全体)% (無回答除く)%

1 一人で住んでいる 11                       26.8                    27.5
2 夫婦で住んでいる 22                       53.7                    55.0
3 親と住んでいる 2                          4.9                      5.0
4 子供と住んでいる 5                          12.2                    12.5
5 親と子供と住んでいる（孫を含む） 0                          0.0                      0.0
6 その他 0                          0.0                      0.0

無回答 1                          2.4
N （％ﾍﾞｰｽ） 41                       100                     40

-88-



第Ⅲ章 各地の状況（５．さつま町） 

持っている
65.9%

持っていない

34.1%

（N=41）

問４．インターネットの利用状況 

問５．自家用車の有無 

№ カテゴリ 件数 (全体)% (無回答除く)%

1 スマートフォンで利用している 3                          7.3                      10.7
2 パソコンで利用している 2                          4.9                      7.1
3 スマートフォンとパソコンの両方で利用している 1                          2.4                      3.6
4 インターネットを利用していない 22                       53.7                    78.6

無回答 13                       31.7
N （％ﾍﾞｰｽ） 41                       100                     28

スマートフォンで

利用している

7.3%

パソコンで利用

している
4.9%

スマートフォンと

パソコンの両方

で利用している
2.4%

インターネットを

利用していない

53.7%

無回答
31.7%

（N=41）

№ カテゴリ 件数 (全体)% (無回答除く)%

1 持っている 27                       65.9                    65.9
2 持っていない 14                       34.1                    34.1

無回答 0                          0.0
N （％ﾍﾞｰｽ） 41                       100                     41
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問６－１．日常の食料品の購入方法 

2.4 

0.0 

0.0 

0.0 

2.4 

4.9 

7.3 

9.8 

9.8 

12.2 

12.2 

12.2 

78.0 

 0  10  20  30  40  50  60  70  80  90

無回答

買物を代行してくれるサービスを利用している

配食サービスを利用している

タクシー（共同利用含む）を利用して、購入している

公共交通機関（バス等）を利用して、購入している

家族や親戚が購入し、自宅まで運んでもらう

インターネットなどを使用し、

個別に購入して、個別の配送サービスを利用している

店頭で購入した商品を自宅まで運んでもらう

病院などへの送迎サービスを利用して、購入している

自宅近くに来る移動販売を利用している

共同で購入して、共同の配送サービスを利用している

徒歩や自転車で自宅周辺の小売店舗で購入している

自家用車（または親族の車）を使用して、購入している

（N=41）

[%]
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問７.日常の買物に関する『不便さ』について 

№ カテゴリ 件数 (全体)% (無回答除く)%

1 感じている 20                       48.8                    54.1
2 感じていない 17                       41.5                    45.9

無回答 4                          9.8
N （％ﾍﾞｰｽ） 41                       100                     37

感じている

48.8%感じていない

41.5%

無回答

9.8%

（N=41）
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問８.『不便さ』に対する自由意見 

＜買う場所がない＞ 

＜買う手段がない＞ 

＜買う物（品揃え）がない＞ 

女性 50代 家のそばに店がない。日曜日に店が開いていない。

女性 50代 店舗が近くにない。営業時間が短い。

男性 60代 営業時間が短い。

女性 60代 お店が近くにない。

女性 60代 営業時間が短い。

女性 60代 近くに店がない。営業時間。

女性 60代 食料品店が無くなった

女性 70代 歩けないので、近くの店になくても、乗り物まではとなってしまう。

女性 70代 営業時間の短さ。

女性 70代 店が無い。営業時間が短い。

女性 50代
ATMが近くになく、お金をおろしたくてもおろせない。
お金がないことで買い物も自由にできない。

男性 60代 車の運転が出来るうちはいいが、先が不安。

女性 60代 バス、タクシーの本数が少ない。

女性 60代
車を運転しない。公共機関の時間が合わない。
町独自のコミュニティバスの運用方法について考えて欲しい（時間調整）。

女性 60代 遠いため、買い置き。

女性 70代 車がない。

女性 70代 交通の不便。車がない。

女性 50代 ちょっとした衣類や野菜、日用品等がコンビニでは賄えない。

女性 50代 おむつが近くの店にない。介護に必要な商品がない。

男性 60代 電化商品。衣料品等、遠くまで行かないといけない。

女性 60代 生鮮食品がない。

女性 60代 主に生鮮ものが多い方が良い。

女性 60代 生もの。

女性 70代 介護用品。

女性 70代 果物。

女性 70代 買う物、望んでいる商品がない。
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＜上記を解決するサービスがない＞ 

問９.日常の買物について、利用したいサービス 

女性 60代 送迎では自分の時間の都合通りではない。

女性 60代 商店から送迎してもらうと有難い。見て買い物をしたい。

女性 70代 自分で確かめられない。利用することがない。

43.9 

0.0 

0.0 

2.4 

4.9 

2.4 

2.4 

14.6 

17.1 

12.2 

2.4 

2.4 

2.4 

2.4 

7.3 

4.9 

2.4 

7.3 

2.4 

2.4 

7.3 

9.8 

 0  10  20  30  40  50

無回答

配食サービス

共同購入、共同配送のサービス

買物を代行してくれるサービス

公共交通機関（バス等）

タクシー（共同利用含む）など

民間業者の輸送サービス

インターネットなどを使用した

個別購入、個別配送のサービス

店頭で購入した商品の配達サービス

輸送事業者以外の送迎サービス

自宅周辺における小売店舗の開設

自宅周辺の移動販売

（N=41）

[%]

 最も利用したい 

 ２番目に利用したい 

 ３番目に利用したい 
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２ 島
しま

泊
どまり

地区の状況 

 （１）島泊地区の概要 

島泊地区は南大隅町の南部に位置する伊座敷地区（旧佐多町）内にある中山間地域である。

地区内には島泊漁港（おおすみ岬漁業協同組合）があり、かつては近海漁をメインに栄えた時期も

あったが、最近は漁師の高齢化が進み、漁に出ることもほとんどなくなっている。

 （２）人口・年齢構成 ※2017 年 1 月時点 

   人口は 95人、世帯数は 61世帯
65歳以上の老齢人口は 64人（高齢化率：67.4％）

   住民登録はあるものの、10名前後は地区外の施設へ入居しているとのこと ※民生委員調べ 

 （３）地域の状況 

  ①生活利便施設の状況 

地区内に島泊簡易郵便局はあるものの、食料品や日用品を扱う商店はなく、最寄りの商店は集落か

ら 6km程度離れた旧佐多町の商店街まで行かなければならない。

②公共交通の状況 

三州自動車が運行する路線バスが 1 日 2 便通過（到着は 4 便）するほか、町の委託運行による   
「温泉送迎バス」が毎週金曜日に運行している。また、佐多地区においては佐多小学校・第一佐多  

中学校のスクールバスを一般混乗方式により活用しており、佐多バス停までの間を平日運行している。

③買物支援サービスの状況  ※102 頁参照 

 移動販売車が週 2回（やお新・水曜、JA 鹿児島きもつき・金曜）運行しており、食品、日用品等
についてはある程度のものを移動販売車で揃えることができる。

特に「やお新」は“御用聞き”も行っており、通常販売していない商品でも注文があれば、町内外

から購入し、翌週届けるサービスも行っている（手数料は 1件につき 100円～500円程度）。

④その他（ボランティアグループ） 

 生活支援を主目的としたボランティアグループは見当たらないものの、近隣市町に住む子世代が 

週に 1回程度様子見に帰省する際、周辺住民の買物を代行することもある。

図３-５４ 南大隅町島泊地区

南大隅町 島泊地区（旧佐多町） 
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 ４ 永野地区の課題及び対策の検討 

 （１）課題 

   調査結果からみえてきた永野地区における課題として、以下が挙げられる。

  ＜地域の状況＞ 

   ○人口減少・高齢化が進んでおり、高齢化率は 49.4％と約半数が高齢者である。
   ○買物施設の数は少なく、徒歩や自転車で買物に行ける住民は少ない。

   ○地区内の買物施設は、品揃えに乏しく、営業時間も短いなど利便性は高くない。

   ○地区内を運行するコミュニティバスは、便数が少なく、買物で利用するには、利

便性が低い。 ※一度バスを降りてしまうと、次の便まで数時間も待つことになる。 

  ＜消費行動、消費者ニーズ（アンケート結果）＞ ※回答者の 95.1％が 60 代以上 

   ○日常の買物について、48.8％と半数近くの回答者が「不便さ」を感じている。
   ○不便さの内容は、「買物施設が少ない（近隣に無い）」、「営業時間が短い」、「公共

交通が利用しづらい」、「品揃えが少ない」等が挙げられている。

   ○回答者の 8 割近くが買物の際に「自家用車（または親族の車）を使用している」
一方で、「公共交通機関（バス等）を利用している」は 2.4％と非常に少ない。

   ○日常の買物の際に利用したいサービスについて、「公共交通機関（バス等）」は 4.8％
と非常に少ない。

 （２）総合計画における買物弱者対策の方向性 ※81 頁再掲 

   「第 2次さつま町総合振興計画」では、施策の方向性として以下を掲げている。

   ◆人口減少が著しい周辺部については、各区公民館を中心に支所や店舗などがある

旧町域単位を核とした「小さな拠点」づくりに努める。

   ◆交通ニーズを把握し、まちづくり施策と連携した誰もが利用しやすい交通体系の

確立を図り、充実した地域間のネットワークに努める。

 （３）永野地区における買物弱者対策の検討

   上記より、永野地区における買物弱者対策として、以下が想定される。

   ■生活機能を集約する「小さな拠点」づくりを考慮し、買物施設と医療施設等の  

生活利便施設の連携を高めることで、通院や役場での手続きの合間に買物出来る

など、住民の生活利便性の向上を図る。

   ■コミュニティバスを中心に、地区内の公共交通体系を見直し、買物の際に利用し

やすくすることで、住民の生活利便性の向上を図るとともに、バスの利用促進に

よる公共交通の維持、確保を図る。
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第Ⅲ章 各地域の状況（５．さつま町） 

永野地区における買物弱者対策の検討フロー 

課題Ⅰ：地域の状況 

・人口減少・高齢化が進んでおり

高齢化率は 49.4％ 

・買物施設の数は少なく、徒歩や

自転車で買物に行ける住民は

少ない 

・地域内の買物施設は、品揃えに

乏しく、営業時間も短いなど 

利便性は高くない 

・バスの便数が少なく、買物で利

用するには利便性が低い 

課題Ⅱ：アンケート結果 

消費行動、消費者ニーズ 

・「不便さ」を感じている人が 

約半数 

・8割近くが買物に自家用車 

（または親族の車）を使用 

・「公共交通機関（バス等）」を  

利用は 2.4％ 

「第２次さつま町総合振興計画」の方向性 

・各区公民館を中心に「小さな拠点」づくりに努める。 

・まちづくり施設と連携した誰もが利用しやすい交通体系の確立を図り、

充実した地域間のネットワークに努める。 

想定される買物弱者対策 

・生活機能を集約する「小さな拠点」づくりを考慮し、買物施設と医療施設などの

生活利便施設の連携を高めることで、住民の生活利便性の向上を図る。 

・地区内の公共交通体系を見直し、買物の際に利用しやすくすることで、住民の生

活利便性の向上を図る。 
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第Ⅲ章 各地の状況（６.南大隅町） 

１ 南大隅町の状況 

（１）人口・年齢構成 

南大隅町の総人口は、減少傾向にあり、2015年の国勢調査では 7.5千人となってい
る。社人研の試算では、今後も減少すると推計されており、2040年には 4.1千人と、
1985年の 1.3万人から 3分の 1まで減少するとされている。

65歳以上の老齢人口は、2005年の 4.0千人をピークに減少傾向にあり、2015年は
3.4 千人となっている。社人研の試算では、総人口と同様、今後も減少し、2040 年は
2.1千人と推計されている。一方、老年人口の割合（高齢化率）は増加傾向にあり、2025
年以降は、総人口の 5割を超えると推計されている。

18.3% 16.4% 14.6% 12.8% 10.9% 9.9% 9.5% 9.0% 8.5% 8.2% 8.4% 8.7%

62.5%
60.2%

54.9%
50.5%

47.8% 46.8% 45.0% 42.9% 40.7% 39.8% 38.9% 38.9%

19.2% 23.5%
30.4%

36.7% 41.2% 43.3% 45.6% 48.1% 50.9% 52.0% 52.7% 52.5%
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(65歳以上)

(年)

資料）国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所（以降同様）

図表３-４８ 南大隅町 年齢 3区分別人口割合の推移 「人口ビジョン」
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図表３-４７ 南大隅町 年齢 3区分別人口の推移 「人口ビジョン」
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第Ⅲ章 各地の状況（６.南大隅町） 
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つぼ型へ 

つりがね型 

■老年人口 ■生産年齢人口 ■年少人口

1985 年 
(昭和 60年) 

     2,586 人
     8,415 人
     2,468 人

2010 年 
(平成 22年) 

     3,821 人
     4,123 人
       871 人

2040 年 
(平成 52年) 

     2,195 人
     1,626 人
       363 人

図表３-４９ 南大隅町 人口ピラミッドの推移 「人口ビジョン」
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第Ⅲ章 各地の状況（６．南大隅町） 

問６－２．日常の食料品の購入方法（詳細） 

カテゴリ
①徒歩や自転車で自宅周辺
の 小 売 店 舗 で 購 入し てい
る。

②自家用車（または親族の
車）を使用して、購入して
いる

③公共交通機関（バス等）
を利用して、購入している

④ タ ク シ ー （ 共 同利 用含
む）を利用して、購入して
いる

⑤病院などへの送迎サービ
スを利用して、購入してい
る

利用回数 該当なし

利用回数平均
（週あたり）

2.2回 3.32回 1回 3回

利用料金平均
（月額あたり）

― ― ― 10,000円

カテゴリ
⑥家族や親戚が購入し、
自宅まで運んでもらう

⑦配食サービスを利用して
いる

⑧ 買 物 を 代 行 し てく れる
サービスを利用している

⑨共同で購入して、共同の
配送サービスを利用してい
る

⑩ イ ン タ ー ネ ッ トな どを
使用し、個別に購入して、
個別の配送サービスを利用
している

⑪店頭で購入した商品を
自宅まで運んでもらう

⑫自宅近くに来る移動販売
を利用している

利用回数 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

利用回数平均
（週あたり）

3回 1回

利用料金平均
（月額あたり）

― ―

自分で移動して購入

自宅への配達

毎日

9.1%

週5～6日
27.3%

週1回
54.5%

無回答

9.1%

（N=11）

週5～6日
21.4%

週2～4日
42.9%

週1回
14.3%

無回答

21.4%

（N=14）

週1回
33.3%

無回答
66.7%

（N=3）

週2～4日
100.0%

（N=1）

週2～4日
100.0%

（N=1）

週1回
28.6%

無回答
71.4%

（N=7）
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第Ⅲ章 各地の状況（６.南大隅町） 

（２）世帯の状況 

南大隅町の世帯数の推移をみると、総世帯数は減少しており、2010年には 4千世帯
を下回っている。うち「核家族世帯」、「3世代同居世帯」、「その他世帯」が減少してい
るのに対し、世帯人員が一人である「単独世帯」のみが、やや増加している。

「単独世帯」が増加している要因の一つとして、高齢夫婦の世帯で、配偶者と死別

後に子どもと同居しないケースが増加し、高齢者の単独世帯が増加していることが 

考えられる。
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単独世帯の増加

図表３-５０ 南大隅町 家族類型別世帯数の推移 「人口ビジョン」

資料）国勢調査
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第Ⅲ章 各地の状況（６.南大隅町） 

（３）飲食料品小売業の状況 

地域経済分析システム（RESAS）を利用し、南大隅町の飲食料品小売業の事業所数
の推移をみると、1994 年以降、減少傾向となっており、2014 年は 39 事業所と 1994
年の 110 事業所の半数以下まで減少している。また、売り場面積の推移においても事
業所数と比例して減少傾向となっており、飲食料品小売業の市場が減っていることが

考えられる。
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図表３-５１ 南大隅町の飲食料品小売業（事業所数）

図表３-５２ 南大隅町の飲食料品小売業（売り場面積）

資料）RESAS(商業統計)（以下同様）
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第Ⅲ章 各地の状況（６.南大隅町） 

（４）総合計画（買物支援関連施策）

①南大隅町の課題 

  「南大隅町第 2次総合振興計画」において、高齢者福祉及び公共交通の課題として

◆今後、後期高齢者の増加や核家族化等による一人暮らしの高齢者や高齢者のみの世

帯の増加が予想される中で、今まで以上に地域の人材確保に努め、地域や社会福祉

法人、NPO、ボランティア団体などとの連携強化による高齢者福祉を支える仕組みづ

くりが求められている。 

◆廃止路線代替バスの運行、スクールバスの一般混乗と佐多地区コミュニティバス、

乗り合いタクシーを運行しているが、高齢化が進む中で、今後とも交通弱者の移動

手段として公共交通体系の確立が必要となる。 

  が挙げられている。

  ②総合計画における買物弱者対策の方向性 

  上記の課題に対し「南大隅町第 2次総合振興計画」では、高齢者福祉において

◆一人暮らしの高齢者や閉じこもりがちな高齢者の社会参加を促進するため、地域の

ボランティアの協力の下、定期的に地域の高齢者のふれあいの場の展開を支援する。 

◆福祉サービスを含め様々な生活支援サービスが日常生活の場で適切に提供できるよ

うな地域の体制を構築する。 

を基本施策として定めており、また、公共交通においては、 

◆町内全域のコミュニティバスの運行を図るとともに、デマンド交通や乗り合いタク

シー等の導入も含め、利用者の利便性の高い公共交通の整備・改善を図る。 

◆鹿屋市街地や垂水港など、主要な交通拠点等へのアクセスを改善するために、周辺

市町と連携しながら、大隅地域全体の交通ネットワークの形成に努める。 

を基本施策として定めている。

【南大隅町第２次総合振興計画の体系】 ※買物支援関連部分を抜粋 

本目標

基本政策 

高齢者の社会参加と生きがいづくりの推進 

公共交通の整備 道路・交通基盤の整備 

高齢者福祉の充実 

思いやりのある健康・医療・福祉のまちづくり 

政策 基本施策 

基本政策 自然環境と共生する安全なまちづくり 

政策 基本施策 

高齢者の生活支援の充実 
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第Ⅲ章 各地の状況（６.南大隅町） 

（５）地元商店移動販売車の運行（参考事例） 

 南大隅町内において、町内の個人商店による移動販売車が運行している。

内  容：車両による食料品の移動販売

運営主体：やお新

運行地域：南大隅町

運行日時：火曜、木曜、金曜の週 3回 13時 ～ 19時

写真３-５３ やお新 移動販売車
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第Ⅲ章 各地の状況（６．南大隅町） 

男性
50.0%

女性
50.0%

（N=22）

３ 島泊地区の消費行動、消費者ニーズ（住民へのヒアリングによるアンケート結果） 

 （１）アンケート実施内容 

①目的 

地区の住民に対し、ヒアリングによるアンケート調査を実施し、食料品や日用品の

主な調達方法等の消費行動や買物支援に対する要望などの消費者ニーズを把握する

ことで、買物弱者対策を検討するうえでの参考データとして使用する。 

②対象者 

島泊地区の住民：22 名 

③実施方法

地区の集会等を通じて調査票を配布。各自にヒアリングを行いながら、アンケート

を実施。 

④調査項目 

・回答者の属性（年齢、性別等） 

・日常の食料品の購入方法 

・日常の買物に対する意識 

・買物支援サービスに対する意向 など 

 （２）アンケート結果 

問１．性別 

№ カテゴリ 件数 (全体)% (無回答除く)%

1 男性 11                       50.0                    50.0
2 女性 11                       50.0                    50.0

無回答 0                          0.0
N （％ﾍﾞｰｽ） 22                       100                     22
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第Ⅲ章 各地の状況（６．南大隅町） 

30代
4.5% 50代

9.1%

60代
27.3%

70代
22.7%

80代
36.4%

（N=22）

一人で

住んでいる

27.3%

夫婦で

住んでいる
50.0%

親と住んでいる

13.6%

子供と

住んでいる
9.1%

（N=22）

問２．年代 

問３．世帯状況 

№ カテゴリ 件数 (全体)% (無回答除く)%

1 20才未満 0                          0.0                      0.0
2 20代 0                          0.0                      0.0
3 30代 1                          4.5                      4.5
4 40代 0                          0.0                      0.0
5 50代 2                          9.1                      9.1
6 60代 6                          27.3                    27.3
7 70代 5                          22.7                    22.7
8 80代 8                          36.4                    36.4
9 90代以上 0                          0.0                      0.0

無回答 0                          0.0
N （％ﾍﾞｰｽ） 22                       100                     22

№ カテゴリ 件数 (全体)% (無回答除く)%

1 一人で住んでいる 6                          27.3                    27.3
2 夫婦で住んでいる 11                       50.0                    50.0
3 親と住んでいる 3                          13.6                    13.6
4 子供と住んでいる 2                          9.1                      9.1
5 親と子供と住んでいる（孫を含む） 0                          0.0                      0.0
6 その他 0                          0.0                      0.0

無回答 0                          0.0
N （％ﾍﾞｰｽ） 22                       100                     22
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第Ⅳ章 買物弱者対策の検討 

２ 対策案の検討 

  対策案は「買物弱者応援マニュアル」の“3つの視点”とともに、“ローコスト運営”である点、また“既存の資源を活用” できる点など対策の実現性及び継続性を重視し、検討している。

店を作ろう 

  身近な場所に、買物できる場をつくる取組み 

⇒ 市街地の買物施設等による“買物の機会”の提供 

⇒ 地域力（地域住民）による買物の場をつくる取組み 

【対策案】 

○ 買物サロンの開催 

○ 地域住民による買物施設の運営 

想定される対策 

「買物弱者応援マニュアル」の視点 

●店を作ろう 

●商品を届けよう 

●出かけやすくしよう 

対策の“実現性”及び“継続性” 

○ローコスト運営 

（ランニングコスト低減） 

○既存の資源※の活用 

  ※ヒト・モノ・システム 

（イニシャルコスト低減） 

対策案 

商品を届けよう 

  必要な（買いたい）モノ、サービスを地域に届ける取組み 

⇒ 市街地の買物施設等との連携による商品の配送 

⇒ 買物支援における公共交通の活用 

【対策案】 

○ 移動販売車の運行 

○ 公共交通を活用した商品の運搬（客貨混載） 

出かけやすくしよう 

  買物での外出をしやすくする取組み 

⇒ 買物利用における公共交通の充実 

⇒ 地域力（地域住民）による外出支援の取組み 

【対策案】 

○ 買物利用に合わせたバスの運行 

○ 地域住民を運営主体とした公共交通の運行 

（公共交通空白地有償運送） 

①指宿市：岡児ケ水地区 

・地域住民が中心となり、高齢者の買物を支援するなど、地域力に

よる買物の場を作る取組みを実施する。 

・公共交通体系を見直し、買物の際に利用しやすくすることで、住

民の生活利便性の向上を図る。 

②垂水市：二川地区 

 ・乗合タクシーを中心に地区内の公共交通体系を見直し、買物の際
に出かけやすくすることで、住民の生活利便性の向上を図る。 

・市街地の買物施設や医療施設等との連携向上により、商品の配送
等が可能となる環境を促す。 

③薩摩川内市：砂岳地区 

・中心市街地と周辺地域との連携の向上を図ることで、市街地の 

買物施設が“買物の機会”を周辺地域で提供することを促す。 

・地域住民が中心となり、高齢者の買物を支援するなど、地域力に

よる買物弱者対策を実施する。 

④姶良市：竜門地区 

・公共交通網の利便性向上を図り、買物の際に利用しやすくする
ことで生活利便性の向上を図る。

・共同配送のニーズがあり、路線バスが運行している点も考慮し、
市街地の買物施設等との連携による商品の配送等を検討する。

⑤さつま町：永野地区 

・買物施設と医療施設等の生活利便施設の連携を高めることで、 

住民の生活利便性の向上を図る。  

・公共交通体系を見直し、買物の際に利用しやすくすることで、

住民の生活利便性の向上を図る。 

⑥南大隅町：島泊地区 

・地域住民が中心となり、高齢者が集まる場を活用して、買物の機
会を提供する取組みを促す。

・市街地の買物施設や医療施設等との連携向上により、商品の配送
等が可能となる環境づくりを促す。
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持っている

59.1%

持っていない
40.9%

（N=22）

問４．インターネットの利用状況 

問５．自家用車の有無 

№ カテゴリ 件数 (全体)% (無回答除く)%

1 スマートフォンで利用している 1                          4.5                      4.8
2 パソコンで利用している 1                          4.5                      4.8
3 スマートフォンとパソコンの両方で利用している 0                          0.0                      0.0
4 インターネットを利用していない 19                       86.4                    90.5

無回答 1                          4.5
N （％ﾍﾞｰｽ） 22                       100                     21

スマートフォンで

利用している

4.5%
パソコンで利用

している

4.5%

インターネットを

利用していない

86.4%

無回答
4.5%

（N=22）

№ カテゴリ 件数 (全体)% (無回答除く)%

1 持っている 13                       59.1                    59.1
2 持っていない 9                          40.9                    40.9

無回答 0                          0.0
N （％ﾍﾞｰｽ） 22                       100                     22
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問６－１．日常の食料品の購入方法 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.5 

4.5 

13.6 

31.8 

50.0 

63.6 

 0  10  20  30  40  50  60  70

無回答

病院などへの送迎サービスを利用して、購入している

配食サービスを利用している

買物を代行してくれるサービスを利用している

共同で購入して、共同の配送サービスを利用している

インターネットなどを使用し、

個別に購入して、個別の配送サービスを利用している

店頭で購入した商品を自宅まで運んでもらう

タクシー（共同利用含む）を利用して、購入している

家族や親戚が購入し、自宅まで運んでもらう

公共交通機関（バス等）を利用して、購入している

自宅近くに来る移動販売を利用している

徒歩や自転車で自宅周辺の小売店舗で購入している

自家用車（または親族の車）を使用して、購入している

（N=22）

[%]
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問７.日常の買物に関する『不便さ』について 

№ カテゴリ 件数 (全体)% (無回答除く)%

1 感じている 8                          36.4                    36.4
2 感じていない 14                       63.6                    63.6

無回答 0                          0.0
N （％ﾍﾞｰｽ） 22                       100                     22

感じている
36.4%

感じていない
63.6%

（N=22）
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問８.『不便さ』に対する自由意見 

＜買う場所がない＞ 

＜買う手段がない＞ 

＜買う物（品揃え）がない＞ 

＜上記を解決するサービスがない＞ 

女性 50代 免許を持っていないので、バスなどはきつい。

女性 60代 集落に食料品店がない。

男性 70代 近くに店がない。

男性 80代 移動販売だけでは商品が揃わない。

女性 80代 買う場所がない。

女性 80代 子供の車で連れていってもらうが、足が痛い。

男性 50代 車はないが、バスに乗って行く。

女性 60代 車があるが、免許がないので人頼み。

男性 50代 欲しいものは、バスで行けばほとんど揃う。

女性 50代 生ものがない。

男性 60代 種類が少ない。

女性 80代 すぐ品物が揃わない。

男性 80代 市内にいる子供が送ってくれる。
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問９.日常の買物について、利用したいサービス 

40.9 

4.5 

4.5 

4.5 

13.6 

13.6 

18.2 

4.5 

9.1 

4.5 

13.6 

4.5 

13.6 

 0  10  20  30  40  50

無回答

共同購入、共同配送のサービス

インターネットなどを使用した

個別購入、個別配送のサービス

店頭で購入した商品の配達サービス

タクシー（共同利用含む）など

民間業者の輸送サービス

買物を代行してくれるサービス

自宅周辺における小売店舗の開設

輸送事業者以外の送迎サービス

公共交通機関（バス等）

配食サービス

自宅周辺の移動販売

（N=22）

[%]

 最も利用したい 

 ２番目に利用したい 

 ３番目に利用したい 
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第Ⅲ章 各地域の状況（６．南大隅町） 

 ４ 島泊地区の課題及び対策の検討 

 （１）課題 

   調査結果からみえてきた島泊地区における課題として、以下が挙げられる。

  ＜地域の状況＞ 

   ○人口減少・高齢化が進んでおり、高齢化率は 67.4％と半数以上が高齢者である。
   ○地区内に買物施設は無く、最寄りの商店までは 6km程離れている。
   ○近隣の買物施設は、品揃えが少なく、営業時間も短いなど利便性は高くない。

  ＜消費行動、消費者ニーズ（アンケート結果）＞ ※回答者の 86.4％が 60 歳代以上 

   ○日常の買物について、「不便さ」を感じている住民は 36.4％。
   ○不便さの内容は、「集落内に食料品店がない」、「移動販売だけでは商品が揃わない」、

「バスはきつい」等が挙げられている。

   ○回答者の 6割が買物の際に「自家用車（または親族の車）を使用している」ほか、
「公共交通機関（バス等）を利用して購入している」と「タクシー（共同利用含

む）を利用して購入している」の合計も 2割程度ある。
   ○日常の買物の際に利用したいサービスについて、「自宅周辺の移動販売」が 5割近

くに達している。

 （２）総合振興計画における買物弱者対策の方向性 ※101 頁再掲 

   「南大隅町第 2次総合振興計画」では、施策の方向性として以下を掲げている。

◆一人暮らしの高齢者や閉じこもりがちな高齢者の社会参加を促進するため、地域

のボランティアの協力の下、定期的に地域の高齢者のふれあいの場の展開を支援

する。

◆福祉サービスを含め様々な生活支援サービスが日常生活の場で適切に提供できる

ような地域の体制を構築する。

（３）島泊地区における買物弱者対策の検討

   上記より、島泊地区における買物弱者対策として、以下が想定される。

   ■地域住民が中心となり、高齢者が集まる場を活用して、買物の機会を提供する  

取組みを促す。

■市街地の買物施設や医療施設等との連携向上により、商品の配送等が可能となる

環境づくりを促す。
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島泊地区における買物弱者対策の検討フロー 

課題Ⅰ：地域の状況 

・人口減少・高齢化が進んでおり

高齢化率は 67.4％ 

・地区内に買物施設は無く、最寄

りの商店までは 6km 程離れて 

いる 

・近隣の買物施設は品揃えが少な

く、営業時間も短いなど利便性

は高くない 

課題Ⅱ：アンケート結果 

消費行動、消費者ニーズ 

・「不便さ」を感じている人は  

36.4％ 

・6 割が買物に自家用車 

（または親族の車）を使用 

・日常の買物の際に利用したいサ

ービスは「自宅周辺の移動販

売」が約 5割 

「南大隅町第２次総合振興計画」の方向性 

・地域のボランティアの協力の下、定期的に地域の高齢者のふれあいの場の展

開を支援する。 

・福祉サービスを含め様々な生活支援サービスが日常生活の場で適切に提供で

きるような地域の体制を構築する。 

想定される買物弱者対策 

・地域住民が中心となり、高齢者が集まる場を活用して、買物の機会を提供する

取組を促す。 

・市街地の買物施設や医療施設等との連携向上により、商品の配送等が可能となる  

環境づくりを促す。 
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